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Ⅰ福岡の屋台文化の重要性
1 屋台は福岡のアイデンティティ

みなさんは福岡と聞いて、どんな景色を思い浮かべるでしょうか。都市空間を研究する出口敦さんは「都市には独自のアイデンティティを象徴する景観が必要」 と語ります。福岡には絵はがきになるような風景がありません。絵はがきになる風景とは、それを見れば間違いなくその都市を思い浮かべるような風景。例えばシンガポールのマーライオンなどです。もし福岡でそれを探すとしたら、私は屋台だと思います。あらゆる観光ガイドなどにも福岡の風景として夜の街を彩る屋台が紹介されています。
また、屋台の空間には独特の雰囲気があり、福岡でしか味わえない魅力があります。このようなものを求めて日々、多くの観光客が訪れています。このように、他県の人から見れば、福岡といえば屋台！！と言われるほどまでに屋台は福岡の食文化に強く根付いています。私は、福岡のアイデンティティを象徴する屋台を存続させ、発展させることで、福岡全体の活性化につながると考えます。
2 地域活性化のツール
現在、全国では屋台を使って地域活性化を図る動きが盛んになってきています。北海道の帯広市では、中心市街地を活性化させるために、火事で消失した市場の跡地の間口約11メートル、長さ約50メートル、面積は約１６０坪の駐車場（月極19台）となった更地を借り受け、「北の屋台」という屋台村をオープンしました。２００１年７月29日のオープンから３年後の２００４年７月末日までの集計で、総来客数は46万６５００人、総売上金額は７億円を超えました。
　19人しか使用しない月極駐車場が、なんと８４２０倍の16万人（年間）が訪れる賑やかな場所になり、４５６万円（年間）の駐車料金収入しかなかった場所が57倍の２億６０００万円（年間）を売り上げる経済効果を生み出す場所になりました。また、屋台は少ない資金で店を開くことができ、店舗経営の訓練を積む起業の場となる。成功すれば屋台村を出て、より大きい店に移ればいい。不景気でもやってみたいという若い人たちは多いのではないでしょうか。このように、屋台は非常に大きな経済効果をもたらし、地域活性化のツールとして大きな可能性をもっています。
現在福岡では、屋台は衰退の一途をたどっています。しかし私は、夜の街を彩る福岡の象徴として、また地域活性化のツールとして、屋台は福岡に必要不可欠な存在であり、存続させていかなければならないと考えます。

Ⅱ屋台とは
屋台は江戸時代に大きく繁栄し、江戸（後の東京）では、握り寿司や蕎麦切り、天ぷらといったすぐに提供できる食べ物（ファーストフード）が屋台で初めて提供され、現在の日本の食文化の起源の1つとなる営業形態でした。

移動式の屋台ではラーメン屋が多く商われています。これは江戸時代の夜鳴きそばに起源を発し、チャルメラをならしながら夜の街を流すため、別名チャルメラと呼ばれることもあります。 

夜間にのみ営業し、酒類とともにおでん、焼き鳥やどて焼きなど様々な料理を出して営業する屋台もあり、屋台特有の雰囲気に誘われるファンは今も多い。営業には食品衛生法に基づく保健所の営業許可や道路交通法に基づく警察署の道路使用許可が必要で、これら許可を取らないままの営業や、水道、排水、電気、トイレの確保やゴミ処理が難しく、深夜の騒音問題、衛生面での問題や道路を占拠し交通を妨害するなどの問題もあり、最近ではこの種の屋台は減ってきています。料金のトラブルや、ヤクザ等による場所代徴収の問題もあるそうです。
Ⅲ福岡の屋台の特徴
夕暮れ時になると、那珂川沿いや天神・博多のビルの谷間のあちらこちらに明かりをともし、仕事帰りのサラリーマンやＯＬさん達、そして観光・ビジネスで福岡を訪れた人達につかの間の栄養と安らぎを与えてくれます。

全国にある、屋台の4割が福岡にあるということからも、いかに屋台が福岡の文化として根付いているかを理解することができます。

福岡市の博多区中洲・中央区天神・長浜地区など、「屋台街」と呼ばれる歩道上に屋台が集合して商売する場所もあります。気候の温暖な九州は常設の屋台が夏を挟んで長期間営業が可能な環境にあり、独自の屋台文化を開花させてきました。福岡の屋台は移動販売ではなく、場所を固定して営業します。昼は月極駐車場においてあり、夕方に「引き屋」と呼ばれる人が引いて決まった場所へ移動し、固定します。電気は屋台を営業する場所に専用の電源を持ち、水道は近くのビルと契約しています。ガスは自前のプロパンガスを屋台内に取り付けてあります。メニューは豊富で、ラーメンのほかおでん、もつ鍋、焼き鳥、鉄板焼き、天ぷらといったメニューを掲げる店が多く、これらのメニューをつまみに酒を飲み、最後にラーメンを食べるパターンになることが多です。店によってはカクテル専門・西洋料理専門・沖縄料理専門の店などもあります。また、最近は店主の好みによって独自メニューの開発を行なって新たな形態を打ち出す例もあり、一方で従来のメニューを伝統的に守る主義の店も多いです。
Ⅳ屋台の衰退
先述のとおり、全国の屋台の約４割が福岡にあるほど、福岡の屋台は発展してきました。しかし、博多にこれほどまでの屋台文化を根付かせるのは簡単なことではありませんでした。現在の屋台は、戦後間もないころに起源があるとされていますが、屋台と行政のせめぎ合いはすでにこの頃から始まっていました。屋台の歴史は、完全排除を目指す警察など行政側への「抵抗の歴史」だった、といっても過言ではありません。全国の街から屋台が消えていった中で、福岡・博多の屋台は、たびかさなる厚生省や県・県警といった所から、衛生面や道路使用許可といった規制がかかってもそのたびに組合を結成して裁判闘争したり、粘り強い交渉をしたりして存続の道を勝ち取り、福岡の大切な観光資源として、発展を続けてきました。しかし、１９９４年に「屋台の営業権は一代限り」で名義変更は認めないという方針を福岡県警が打ち出した為に、経営者の高齢化で廃業した所も多く、ピーク時の半分くらいの軒数になっているのが今の博多の屋台の実情です。福岡市はこれまで、屋台に対する道路占有許可を黙認してきました。それは、観光資源の少ない福岡市にとって、屋台の存在をある意味高く評価してきたからです。しかし、合法性を認めていたわけではありませんでした。さらに、公道を占拠している問題や、衛生上の問題。「ボッタクリ」の被害もあるらしく、市民の評価は厳しいそうです。行政の対応も厳しく、「原則1代限り」と切り捨てています。
もちろん、屋台業界にも問題があり、価格明朗化の問題や道路の占拠問題など、屋台業界全体で取り組み、市民の支持を得ることが大事です。

では、どのようにしたら、博多の屋台文化を存続させることができるのでしょうか。
Ⅴ屋台文化を存続させるためには
1 北の屋台の成功例
屋台を存続させるためには何が必要なのかを考えるにあたって、実際に屋台　　　　　　　　　　　　　　　　　

を使い、地域の活性化に成功した帯広市の成功例を見ていきたいと思います。

北海道の帯広市では、帯広の中心市街地を活性化させたいとの狙いのもと、商業や街の歴史の研究をした結果、「屋台」というキーワードを見つけて本格的調査と研究を始めました。調査の結果、屋台は、行政や警察が管轄する道路法・道路交通法・公園法や、保健所が管轄する食品衛生法などの法律上の問題でのしばりが多く、また現営業者1代限りの営業権しか認められていない既得権益の商いで、新規参入ができないことが判明。また、冬の寒さが厳しい十勝での屋台に大きな壁もありました。しかし、新しい屋台の開発に向けて、何度も保健所・警察署に通い、委員会を重ねました
その結果、厨房部分を固定方式、その前方に移動式の屋台をドッキングさせる手法を開発。 民有地を使用して、上下水道、電気、ガスを完備した今までにない衛生的な屋台を開発。既存の屋台は、法律上出す直前に火を通す温かいメニューしか出せないが、この新しい形の屋台では、保健所から飲食店としての正式な許可が取れるため、食堂と同じように生物や冷たいものも出すことができるようになった。また、共同施設（トイレ、樹木など）の建設に対する行政からの助成など、衛生面でも行政からのサポートがあり、女性も安心して利用できる屋台が完成しました。
このような行政からの援助以外にも、北の屋台が成功したポイントがあります。

■ 十勝の地場食材にこだわり、地産地消の概念を大切にしたことにより、観光客だけでなく、地元の人・地元農家からの支持・リピーターが得られたこと。（これまで、現在の流通のしくみでは、地元のおいしいものは地元では食べられないことが多 かったが、屋台の開業により、農家から地元の産物が直接持ち込まれるようになり、様々なおいしい地場食材に季節ごとに触れることができるようになった。）
■ 開業までに、戦略的な広報活動や多様なイベントを展開したこと。たとえば、検討段階で、1万人アンケートや2回の寒さ体感実験を実施することにより、事業性や実現性の検証を、PR・情報発信をかねて実施したこと。
■ 開業後も「仕掛け続ける、あきさせない」ように、持続的にさまざまなイベントや情報発信をしていること。
　このように、帯広市は民間、行政が協力し合い、地域で一丸となって屋台村を作り、中心市街地を活性化させようと努力し、順調に成果をだしています。一方、福岡の屋台文化は現在、行政とは対立関係にあります。しかし、これから屋台の発展には、行政からのサポートは必要不可欠であると考えます。数少ない福岡の観光資源の発展のために地域全体で取り組んでいかなければなりません。ではなぜ、行政は屋台を嫌い、排除させようとするのでしょうか。それは、市民からの批判、不満がものすごく強いからです。
交通の便が悪くなるし、臭いという理由から、市民は屋台を嫌い、一時的に営業をやめた屋台が同じところで営業を再開しようとしたのを住民達から阻止されたケースがあるというほどです。屋台のある地域の住民には、屋台に対してマイナスの意識が強く根付いています。屋台は市民の支持があって成り立つものです。つまり、市民を納得させない限り地域一体となって福岡の屋台を盛り上げていくことはできません。では、どうしたら市民の、屋台に対するマイナスのイメージを取り去ることができるのでしょうか。

2 屋台業界の自浄努力
何よりもまず、業界の自浄努力が最優先であると考えます。営業者を原則1代限りとしたことで高齢化が進み、代わりの人間を雇うなど実際にはルール違反も多いといいます。また、最近は減ったとはいえ「通行のじゃま」「汚い」などの苦情も依然として寄せられています。このような状態で、本音では「屋台の全廃」を望んでいる行政側や市民を納得させることはできません。そこで、まずは業界の現状を正し、各屋台にルールを守らせるのが屋台を存続させるための絶対条件なのです。
　では、どのように各屋台にルールを守らせるのか。具体的な提案をいくつか挙げたいと思います。
1 屋台業界は、自分たちの手で「ルールが守られているか」をチェックし、違反者には厳しい態度でのぞむ。】　これは、例えば屋台業者でパトロール組織を結成し、抜き打ちですべての屋台を巡回し、マナー違反などをチェックします。何度注意しても改善されない屋台は組合から除名し、市に道路占有許可を与えないように要請するという取り組みです。しかし、「この取り組みは今まで何度か行ってきたが、いつも掛け声倒れだった」との声も多いそうです。だが、ここをクリアしなければ市民からの信頼を得られず、先へ進めません。「身内であっても厳しく対応する」という姿勢を前面に出し、市民の信頼と支持を得るということがすべての取り組みの大前提です。
②【屋台が道路を使用することは特例で「合法」と認め、市条例などで明文化する】この点については特に県警から反発が予想されます。これまでも、県警は道路交通法上の問題を挙げて強硬な立場を取ってきました。また、公道を使っての私的営業を認めることは、ほかの商店などから「なぜ屋台だけ特別扱いなのか」といった不満が出ることも考えられます。しかし、「違法ではあるが、現状を黙認せざるをえない」という今の中途半端な状況が、様々なトラブルを引き起こす1つの要因ではないかと考えられます。これを解消するためには特例として公道を使って屋台を営業することを認めた上で、そのかわり業界に厳しい対応を求める方が現実的だと考えます。

他にも、厳しい審査を条件に、営業権譲渡、新規参入を認めてもらえるように、また市に水道やトイレの設置など、営業環境の整備を行ってもらえるようにと積極的に議論していくこともひとつの取り組みとして挙げられます。だが、これらについては相当、異論・反論があるでしょう。特に、税金を使って屋台営業を助けるのはおかしいとの意見は、ある意味当然です。しかし、これらの可能性について市道路管理課は「市民の側からそういう声が盛り上がってくれば可能性がないわけではない」と、否定はしていません。

3 「福岡市屋台指導要網」の遵守
その中で、福岡市も市内三つの屋台組合に対し、歩道に設置できる屋台の条件などを定めた「福岡市屋台指導要綱」の素案を正式に提示しました。道路法に基づき、道路管理者としての 市の監督責任と屋台側の守る義務などを明文化するのが狙いです。市都市計画課は、「屋台は、戦後の食文化を支え、観光の柱でもあるが、さまざまな問題点も指摘されており、今回、指導要綱案を提示させていただく」と述べました。屋台を置いた歩道の残り幅が二メートル以上あるなど、一定のルールを満たせば、歩道の屋台を許可すると規定しています。
●「福岡市屋台指導要綱」素案の概要は以下のとおり

　【屋台を設置できる歩道】
（１）住宅地以外にある
（２）屋台を置いた残り幅が二メートル以上ある
（３）点字ブロックから屋台が〇・六メートル以上、離れている
（４）屋台が通行や見通しなどの支障とならない
（これらの条件をすべて満たせば有効期間一年以内の道路占用許可を与える）
　【屋台の移転】
（１）設置条件を満たさない屋台は移転対象
（２）市が対象屋台ごとに移転方法などの計画を来年三月末までに作成
（３）対象屋台が、移転協議同意書を提出すれば、特例として、来年三月末までは占用を許可
　【屋台営業者の主な順守事項】
（１）屋台は縦三メートル、横二・五メートル以内
（２）営業時間は午後六時から翌日午前四時
（３）料金表の明示
（４）設置場所の清掃
　【違反屋台に対する是正措置】
（１）違反の程度に応じ、口頭、注意書、警告書により指導
（２）警告書を一年間に三回受けると、占用許可の効力停止。その後、一年以内に再び効力停止されると許可を取り消し
（３）占用許可を受けず営業している屋台は排除
　【占用料】
　福岡市道路占用料徴収条例の適用を受け、どこの場所であっても一カ月当たり一万千二百円
　【占用許可申請者】
　原則、現営業者のほか申請できず、占用許可に関する権利義務の継承は不可
　【屋台モニター】
　地域の推薦や公募でモニターを選び、屋台の現状などを調査、市長に報告してもらう。
これに対して三人の組合長は「道路法上の権利を認められることは悲願だったので、一歩前進」と、おおむね評価しています。しかし矢野組合長は「設置後の歩道幅を二メートル以上とする許可条件は、移転問題とも絡み、厳しいものがある」とも話しました。特に屋台側にとって厳しいことは、許可条件の中に、屋台を置いた残りの歩道幅を二メートル以上取る規定があることだそうです。屋台側は一・五メートルの歩行幅を主張してきたが、市は、車いす二台が すれ違える二メートル以上の歩行空間の確保は譲れない、としています。組合員と協議しなければいけないが、一・五メートルにこだわりすぎると、市民の反発を招いてしまうでしょう。もうひとつの厳しい条件は、ルールを守らない屋台は移転を迫られるということです。この素案の提示で、約80店舗が移転を迫られる見通しです。屋台のすべてが、遠くに移るわけではないし、再配置には市も協力するようだが、天神辺りで、同じ条件の移転先を見つけるのは難しく、簡単にはいかないだろうという認識があります。屋台が法的に認められるならば、屋台側としては、そのルールを守るしかない、というのが現状です。

現在、指導要網の緩和に向けて住民への署名活動も行われているが、署名をしてくれる人もいる一方で、強く反対する人もいるようです。このような住民を納得させるためにも屋台側は営業の許可をもらえる代わりに提示された条件を遵守することは最低限必要だと言えるでしょう。

　しかし、屋台側の自浄努力が必要不可欠とは言いながら、私たち、屋台を利用する側にもできることはあるはずです。店を利用する側も、きちんとしたマナーを守り、近隣の住民や通行者に迷惑がかからないようにする事こそが、長く屋台を存続させる方法だと思います。
　Ⅵまとめ
　この論文を作成する中で、私が屋台存続のために必要不可欠だと思うようになったものが二つあります。

それは「行政の協力」と「市民の理解」です。

上記の「北の屋台」の例のように、トイレなどの衛生的な施設の設置など、屋台業界だけではできないことを行政にサポートしてもらうことは、よりよい屋台を作っていくためには絶対に必要となるからです。そして、その行政の協力を得るためには、市民の理解を得ることが必要です。行政は市民の意見を反映させた政策を行わなければなりません。そのため、市民が屋台の撤廃を望んでいる今の福岡では、屋台の存続をサポートする政策を行うことができません。しかしこれは、市民の理解を得ることができれば、行政は積極的に屋台業界に協力できるということです。その証拠に、指導要綱の厳守など、屋台業界に対して厳しい対応をとっている福岡市も、「市民からの要望があれば、行政が屋台の営業環境の整備をおこなう可能性はある」と、屋台に対する援助の可能性を否定はしていません。
　そして、どちらの支持を得るにしても必要なのが、やはり屋台業界の自浄努力です。これまで、屋台業界が作ってしまった市民に対するマイナスのイメージは、屋台業界の手で払拭しなければならないと思います。行政から提示された屋台指導要綱の遵守はもちろん、各屋台でルールが守られているかなど、業界内での厳しいチェックが求められます。
　さらに私たち、屋台を利用する側も、他人に迷惑のかからないように、マナーをきちんと守りながら利用するということも大切でしょう。

屋台業界、行政、そして市民が、自分たちができることはしっかりと行い、地域一丸となって取り組んでいくことが、福岡の屋台を発展させるための第一歩であると考えます。

これまで、観光資源の少ない福岡で、福岡の顔として発展してきた屋台がどうなっていくのか、屋台文化の発展を願う福岡県民として、今後も注目していきたいと思います。
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